
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
源
氏
物
語
色
紙
画
帖
』（
請
求
記

号：
721.2||G

9216

、
資
料
番
号：

166700140

）（
以
下
、﹇
文
情
本
﹈
と

略
す
。）
は
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
二
百
四
十
七
号
（
平
成
二
十

八
年
五
月
）
六
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
一
冊
の
折
本
で
あ
る
。
縦
二

八
・
五
セ
ン
チ
、
横
二
四
・
六
セ
ン
チ
で
、
木
箱
（
縦
三
二
・
四
セ
ン

チ
、
横
二
八
・
〇
㎝
、
高
さ
九
・
四
セ
ン
チ
）
入
り
。
蓋
表
に
は
「
御
繪

鏡
」、
蓋
裏
に
は
貼
紙
で
「
己
肆
（
印
）
第
四
項

拾
壱
番

源
氏
之
繪

烏
丸
光
廣
卿

其
外
□
（
欠
損
）
明
治
二
十
年
（
印
）」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
先
の
目
録
で
は
、
伝
烏
丸
光
広
他
筆
、
江
戸
前
期
写
と
さ
れ
る
。

表
紙
は
鳥
ノ
子
地
に
牡
丹
唐
草
緞
子
で
、
表
紙
裏
に
は
金
箔
が
施
さ

れ
、
流
水
に
紅
葉
の
情
景
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
見
返
し
の
図
柄
は
、
秋

の
七
草
で
あ
る
。

《
資
料
》

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
源
氏
物
語
色
紙
画
帖
』
の
紹
介

│
影
印
、
翻
字
と
考
察
│

福

田

智

子

画
像
１

木
箱

画
像
２

蓋
表

画
像
３

蓋
裏

画
像
４

表
表
紙

画
像
５

裏
表
紙
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本
書
の
内
容
は
、『
源
氏
物
語
』
の
色
紙
二
十
四
枚
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
絵
は
、
紙
本
金
泥
極
彩
色
画
十
二
図
、
詞
書
（
本
文
）
は
、
色
替
金

銀
箔
散
金
泥
下
絵
入
料
紙
十
二
枚
で
あ
る
。
桐
壺
・
若
紫
・
紅
葉
賀
・
花

宴
・
明
石
・
蓬
生
・
絵
合
・
初
音
・
若
菜
下
・
夕
霧
・
橋
姫
・
早
蕨
の
計

十
二
帖
が
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
序
に
沿
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿

は
、
こ
れ
ら
の
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
他
本
お
よ
び
源

氏
絵
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
本
書
を
紹
介
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、
影
印
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
適
宜
、
配
置
す
る
。

一
、
各
帖
の
冒
頭
に
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
巻
序
と
名
称
を
示
す
。

一
、
次
に
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
の
『
源
氏
物
語
』
に
該
当
す
る
箇
所
を
示

す
。
角
川
古
典
大
観
『
源
氏
物
語
』C

D
-R

O
M

に
拠
り
、
そ
の
箇
所

を
含
む
節
の
小
見
出
し
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
同C

D
-R

O
M

の
「
参

考
情
報
」
機
能
を
用
い
て
、
以
下
の
校
訂
本
文
の
該
当
巻
数
│

頁
数
を

列
挙
す
る
。

・
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）

略
称
﹇
大
系
﹈

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）略

称
﹇
新
大
系
﹈

・
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）

略
称
﹇
全
集
﹈

・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』（
小
学
館
）略

称
﹇
新
全
集
﹈

・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
源
氏
物
語
』（
新
潮
社
）

略
称
﹇
集
成
﹈

・
角
川
文
庫
『
源
氏
物
語
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
文
庫
﹈

・
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈
』（
角
川
書
店
）

略
称
﹇
評
釈
﹈

な
お
、
小
見
出
し
は
、
必
ず
し
も
﹇
文
情
本
﹈
の
詞
書
を
過
不
足
な
く

説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

画
像
６

表
表
紙
裏
と
見
返
し

画
像
７

裏
表
紙
裏
と
見
返
し

二
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一
、【
翻
字
】
で
は
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
が
、

で
き
る
限
り
本
書
の
原
態
を
尊
重
す
る
。

１
、
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
送
り
仮
名
は
、
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

２
、
濁
点
や
句
読
点
は
付
さ
な
い
。

３
、
改
行
箇
所
に
は
「
／
」
を
付
す
。

４
、
判
読
で
き
な
い
文
字
は
「
□
」
と
し
、
右
傍
ら
に
（

）
付
き
で

予
想
さ
れ
る
文
字
を
示
す
。

一
、
校
異
は
、
表
記
の
相
違
は
示
さ
ず
、
語
の
異
な
り
の
み
を
示
す
。

【
校
異
１
】
で
は
、
ま
ず
、
北
村
季
吟
『
湖
月
抄
』（
延
宝
三
年
〈
一
六

七
五
〉
刊
）
本
文
と
比
較
す
る
。『
湖
月
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
源
氏

物
語
湖
月
抄
増
注
』
上
・
中
・
下
（
北
村
季
吟
著
・
有
川
武
彦
校
訂
、

講
談
社
学
術
文
庫
３１４
・
３１５
・
３１６
、
一
九
八
二
年
五
月
）
に
拠
り
、
該
当

箇
所
を
、
上
（
あ
る
い
は
中
・
下
）│
頁
│

行
（
本
文
の
行
数
）
と
記

す
。
ま
た
、
異
同
箇
所
は
「
画
帖
詞
書
↕
湖
月
抄
本
文
」
の
順
に
示

す
。

【
校
異
２
】
で
は
、
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
大
成
』（
中
央
公
論
社
、
一
九

八
九
年
八
月
普
及
版
再
版
。
略
称
「
大
成
」）
に
拠
り
、
本
文
異
同
を

示
す
。﹇
文
情
本
﹈
の
該
当
箇
所
を
、
巻
数
│

頁
（
底
本
の
名
称
）
で
示

し
た
上
で
、﹇
文
情
本
﹈
と
「
大
成
」
底
本
と
の
異
同
箇
所
を
、「
画
帖

詞
書
↕
大
成
底
本
本
文
」
の
順
に
示
す
。﹇
文
情
本
﹈
詞
書
と
一
致
す

る
伝
本
が
あ
る
場
合
に
は
、「＝

」
を
用
い
て
、
そ
の
伝
本
の
名
称
を

本
文
系
統
の
略
号
と
と
も
に
記
す
。

・
青
表
紙
本
系
統
〈
青
〉
・
河
内
本
系
統
〈
河
〉

・
別
本

〈
別
〉

な
お
、
一
致
す
る
部
分
と
一
致
し
な
い
部
分
と
が
混
在
す
る
箇
所
を

引
用
す
る
場
合
に
は
、「≒

」
を
用
い
て
示
す
。

最
後
に
、﹇
文
情
本
﹈
と
全
文
が
一
致
す
る
伝
本
を
、
系
統
の
略
号

と
と
も
に
※
を
付
し
て
挙
げ
る
。

一
、【
図
柄
】
で
は
、﹇
文
情
本
﹈
が
江
戸
前
期
写
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
、
土
佐
光
吉
画
、
後
陽
成
天
皇
他
書

『
源
氏
物
語
画
帖
』（
勉
誠
社
、
平
成
九
年
四
月
。
略
称
﹇
京
博
本
﹈。）

と
比
較
検
討
す
る
。
狩
野
博
幸
「
京
博
本
「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
画
家

に
つ
い
て
」（
同
書
一
一
七
・
一
一
八
頁
）
に
拠
れ
ば
、
制
作
年
代
の

下
限
は
、
光
吉
画
の
三
十
五
図
と
無
記
名
の
十
三
図
は
慶
長
十
八
年

（
一
六
一
三
）、
長
次
郎
銘
の
六
図
で
も
そ
の
翌
年
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
適
宜
、『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』（
秋
山

虔
・
田
口
榮
一
監
修
、
株
式
会
社
学
習
研
究
社
、
一
九
九
七
年
四
月
。

略
称
『
源
氏
絵
の
世
界
』。）
掲
載
図
版
お
よ
び
「
源
氏
絵
帖
別
場
面
一

覧
」（
二
九
〇
〜
三
〇
一
頁
）
を
参
看
し
、
図
版
番
号
も
こ
れ
に
拠
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
作
品
の
う
ち
、
略
称
を
用
い
る
の
は
次
の
二
本
で

あ
る
。

・
伝
土
佐
光
則
筆
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屏
風
（
江
戸
時
代
初
期
、
個
人
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蔵
）

略
称
﹇
伝
光
則
﹈

・
土
佐
派
源
氏
物
語
色
紙
絵
（
江
戸
時
代
初
期
、
堺
市
博
物
館
蔵
）

略
称
﹇
堺
博
本
﹈

な
お
、
適
宜
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
の
下
絵
に
も
触
れ
る
。

一
、【
備
考
】
で
は
、
帖
ご
と
に
、﹇
文
情
本
﹈
の
詞
書
と
絵
に
つ
い
て
、

考
察
の
要
点
を
ま
と
め
る
。

な
お
、
本
項
に
お
け
る
説
明
の
必
要
上
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
に
な
い

『
源
氏
物
語
』
本
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』
に
拠
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
と
と
も
に
示
す
。
傍
線
筆
者
。

一
、【
考
察
】
で
は
、
最
後
に
﹇
文
情
本
﹈
全
体
を
通
し
た
ま
と
め
と
す

る
。

第
一
帖

桐
壺

﹇
２１
﹈
高
麗
の
相
人
に
よ
る
若
宮
の
観
相
も
あ
っ
て
、
帝
は
源
氏
に
す
る

こ
と
を
決
意

﹇
大
系
﹈
１
│

４４
、﹇
新
大
系
﹈
１
│

２０
、﹇
全
集
﹈
１
│

１１６
、﹇
新
全
集
﹈
１
│

３９
、﹇
集
成
﹈
１
│

３１
、﹇
文
庫
﹈
１
│

４１
、﹇
評
釈
﹈
１
│

１１５

【
翻
字
】

相
人
を
と
ろ
き
て
／
あ
ま
た
ゝ
ひ
か
た
ふ
き
／
あ
や
し
む
帝
王
／
の
か
み

な
き
位
に
の
／
ほ
る
へ
き
人
の

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

３５
│

５

◯
帝
王
の
↕
く
に
の
お
や
と
成
り
て

四
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帝
王
の

◯
人
の
↕
相
お
は
し
ま
す
人
の

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
１
│

２０
（
底
本：

池
田
本

伝
二
條
為
明
筆
）
◯
帝

王
の
↕
く
に
の
お
や
と
な
り
て
帝
王
の

◯
人
の
↕
さ
う
お
は
し
ま
す
人

の

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

「
桐
壺
の
代
表
的
場
面
。
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
が

ほ
と
ん
ど
同
一
の
図
様
が
踏
襲
さ
れ
た
」（『
源
氏
絵
の
世
界
』
三
〇
頁
）

と
い
う
図
柄
で
あ
る
。﹇
京
博
本
﹈（
光
吉
画
）
に
も
あ
る
。

な
お
、
館
外
の
車
の
側
に
い
る
人
物
は
、﹇
京
博
本
﹈
で
は
三
人
が
向

き
合
っ
て
い
る
が
、﹇
文
情
本
﹈
で
は
二
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
館
の
方

を
向
い
て
い
る
。
ま
た
、
高
麗
の
相
人
の
位
置
も
、﹇
京
博
本
﹈
で
は
右

大
弁
と
同
じ
床
で
あ
る
が
、﹇
文
情
本
﹈
で
は
一
段
下
が
っ
た
位
置
に
見

え
、
碁
盤
目
の
床
は
濃
淡
の
青
色
で
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

高
麗
の
相
人
の
背
後
に
は
、
前
栽
に
紅
梅
の
よ
う
な
赤
い
花
の
咲
く
木
が

枝
を
伸
ば
す
が
、﹇
京
博
本
﹈
に
は
な
い
。
初
春
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
か
。

【
備
考
】

詞
書
に
は
欠
落
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
二
箇
所
あ
る
が
、
同
様
の
本
文
は

「
大
成
」
に
も
見
出
せ
な
い
独
自
異
文
で
あ
る
。﹇
文
情
本
﹈
は
、
よ
り
簡

便
な
本
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
絵
の
説
明
と
し
て
の
文
意
は
伝
わ
る
で
あ

ろ
う
。

同志社大学文化情報学部蔵『源氏物語色紙画帖』の紹介

五



第
五
帖

若
紫

﹇
２
﹈
な
に
が
し
僧
都
の
僧
房
の
様
子

﹇
大
系
﹈
１
│

１７８
、﹇
新
大
系
﹈
１
│

１５３
、﹇
全
集
﹈
１
│

２７５
、﹇
新
全
集
﹈
１
│

２０１
、﹇
集
成
﹈
１
│

１８４
、﹇
文
庫
﹈
１
│

１５２
、﹇
評
釈
﹈
２
│

３２

【
翻
字
】

お
な
し
小
柴
な
れ
／
と
う
る
は
し
う
し
わ
た
／
し
て
き
よ
け
な
る
／
屋
ら

う
な
と
つ
ゝ
け
／
て
木
た
ち
よ
し
あ
る
／
は
な
に
人
の
す
む
に
か
と

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

２３８
│

８

◯
よ
し
あ
る
↕
い
と
よ
し
あ
る

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
１
│

１５２
（
底
本：
大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
◯
よ

し
あ
る
↕
い
と
よ
し
あ
る

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

「
源
氏
絵
を
代
表
す
る
最
も
有
名
な
場
面
」（『
源
氏
絵
の
世
界
』
四
四

頁
）
と
目
さ
れ
る
図
柄
で
あ
る
。﹇
京
博
本
﹈
で
は
光
吉
と
長
次
郎
の
二

枚
の
画
が
あ
る
。
満
開
の
桜
の
中
、
僧
坊
内
の
女
性
た
ち
を
、
従
者
を
伴

っ
た
光
源
氏
が
小
柴
垣
の
も
と
で
垣
間
見
る
と
い
う
絵
と
し
て
は
、﹇
文

情
本
﹈
は
﹇
京
博
本
﹈
と
共
通
す
る
が
、
左
右
反
転
の
構
図
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、﹇
京
博
本
﹈
に
は
僧
坊
の
奥
に
脇
息
に
も
た
れ
掛
か
っ
た
尼

君
が
描
か
れ
る
が
、﹇
文
情
本
﹈
に
は
な
い
。

【
備
考
】

詞
書
は
、「
雀
の
子
を
犬
君
が
逃
が
し
つ
る
」
と
い
う
文
言
や
、
美
し

い
少
女
（
後
の
紫
上
）
の
容
姿
の
描
写
で
は
な
く
、
光
源
氏
が
北
山
の
僧

都
の
房
で
少
女
を
見
初
め
る
契
機
と
な
る
状
況
説
明
を
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
詞
書
は
「
い
と
」
を
欠
く
が
、「
大
成
」
に
も
他
例
は
な
い
。

な
お
、
絵
の
上
方
に
描
か
れ
る
桜
は
、「
三
月
の
つ
ご
も
り
な
れ
ば
、

京
の
花
、
盛
り
は
み
な
過
ぎ
に
け
り
。
山
の
桜
は
ま
だ
盛
り
に
て
、
入
り

も
て
お
は
す
る
ま
ま
に
、
…
…
」（
新
全
集
１
巻
１９９
・
２００
頁
）
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
七
帖

紅
葉
賀

﹇
１
﹈
朱
雀
院
行
幸
の
試
楽
で
、
源
氏
は
青
海
波
を
舞
い
、
人
々
は
そ
の

美
し
さ
に
感
嘆
の
思
い

﹇
大
系
﹈
１
│

２７２
、﹇
新
大
系
﹈
１
│

２４０
、﹇
全
集
﹈
１
│

３８３
、﹇
新
全
集
﹈
１
│

３１１
、﹇
集
成
﹈
２
│

１１
、﹇
文
庫
﹈
２
│

４９
、﹇
評
釈
﹈
２
│

２５１

【
翻
字
】

頭
中
将
よ
う
い
か
た
ち
／
人
よ
り
は
こ
と
な
る
を
／
立
な
ら
ひ
て
は
花
の

／
か
た
は
ら
の
み
山
木
也
／
入
か
た
の
日
影
さ
や
か
に
／
さ
し
た
る
に
楽

の
声
な
と

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

３６４
│

５

◯
よ
う
い
か
た
ち
↕
か
た
ち
よ
う
い

◯
人
よ
り
は
↕
人
に
は

◯
楽
の
声
な
ど
↕
が
く
の
聲

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
１
│

２３７
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
◯
よ

う
い
か
た
ち
↕
か
た
ち
よ
う
い

◯
人
よ
り
は
↕
人
に
は

◯
立
な
ら
ひ

て
は＝
〈
青
〉
三
條
西
家
本
〈
河
〉
七
毫
源
氏
↕
た
ち
な
ら
ひ
て
は
な
を

六
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◯
楽
の
声
な
ど
↕
が
く
の
聲

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

﹇
京
博
本
﹈
に
は
該
当
す
る
絵
は
な
い
。﹇
伝
光
則
﹈
３１
に
は
、
光
源
氏

と
頭
中
将
の
舞
姿
と
簀
子
縁
に
座
る
貴
族
た
ち
の
絵
が
あ
り
、
階
や
雅
楽

太
鼓
を
描
く
点
で
も
﹇
文
情
本
﹈
と
共
通
す
る
が
、
舞
人
二
人
が
向
き
合

う
﹇
文
情
本
﹈
に
対
し
、﹇
伝
光
則
﹈
は
、
舞
人
を
は
じ
め
描
か
れ
た
す

べ
て
の
人
物
が
向
か
っ
て
左
を
向
く
。

な
お
、﹇
伝
光
則
﹈
に
は
下
人
が
描
か
れ
る
が
、「
土
佐
派
源
氏
絵
に
し

ば
し
ば
み
ら
れ
」
る
と
い
う
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
五
四
頁
）。
た
だ
し
、

﹇
文
情
本
﹈
に
下
人
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

【
備
考
】

詞
書
は
、
舞
の
様
子
で
は
な
く
、
優
れ
た
光
源
氏
の
姿
を
頭
中
将
と
の

比
較
で
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
本
帖
で
も
独
自
異
文
が
目
立
つ
が
、「
な

を
」
を
欠
く
本
文
は
、「
湖
月
抄
」
を
は
じ
め
と
し
て
複
数
の
伝
本
に
見

受
け
ら
れ
る
。

な
お
、﹇
文
情
本
﹈
の
絵
の
右
端
に
は
菊
が
描
か
れ
、
ま
た
、
詞
書
の

色
紙
の
方
に
も
、
秋
の
七
草
の
下
絵
の
上
に
菊
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、「
か
ざ
し
の
紅
葉
い
た
う
散
り
す
ぎ
て
、
顔
の
に
ほ
ひ
に
け
お
さ
れ

た
る
心
地
す
れ
ば
、
御
前
な
る
菊
を
折
り
て
左
大
将
さ
し
か
へ
た
ま
ふ
。

日
暮
れ
か
か
る
ほ
ど
に
、
け
し
き
ば
か
り
う
ち
し
ぐ
れ
て
、
空
の
け
し
き

さ
へ
見
知
り
顔
な
る
に
、
さ
る
い
み
じ
き
姿
に
、
菊
の
色
々
う
つ
ろ
ひ
え

同志社大学文化情報学部蔵『源氏物語色紙画帖』の紹介
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な
ら
ぬ
を
か
ざ
し
て
、
今
日
は
ま
た
な
き
手
を
尽
く
し
た
る
入
綾
の
ほ

ど
、
そ
ぞ
ろ
寒
く
こ
の
世
の
こ
と
と
も
お
ぼ
え
ず
。」（
新
全
集
１
巻
３１５

頁
）
と
い
う
物
語
本
文
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
八
帖

花
宴

﹇
５
﹈
源
氏
は
、
良
清
・
惟
光
に
女
の
身
も
と
を
調
べ
さ
せ
る
と
と
も
に
、

取
り
交
わ
し
た
扇
に
歌
を
書
き
つ
け
る

﹇
大
系
﹈
１
│

３０９
、﹇
新
大
系
﹈
１
│

２７９
、﹇
全
集
﹈
１
│

４３０
、﹇
新
全
集
﹈
１
│

３６０
、﹇
集
成
﹈
２
│

５６
、﹇
文
庫
﹈
２
│

８２
、﹇
評
釈
﹈
２
│

３４５

【
翻
字
】

か
の
し
る
し
の
あ
ふ
き
／
は
さ
く
ら
の
三
重
か
さ
ね
／
に
て
こ
き
か
た
に

か
す
め
る
／
月
を
か
き
て
水
に
う
つ
／
し
た
る
心
は
え
め
な
れ
／
た
れ
と

ゆ
へ
な
つ
か
し
う
／
も
て
な
ら
し
た
り

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

４１７
│

５

異
同
な
し

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
１
│

２７４
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
◯
さ

く
ら
の
三
重
か
さ
ね＝

〈
青
〉
横
山
本
・
伝
耕
雲
花
山
院
長
親
筆
本
・
肖

柏
本
・
三
條
西
家
本
・
池
田
本
（「
の
み
へ
」
補
入
）、〈
河
〉
全
本
（
高

松
宮
家
本
・
尾
州
家
本
・
平
瀬
本
・
大
島
本
）、〈
別
〉
全
本
（
御
物
本
）

↕
さ
く
ら
か
さ
ね

◯
め
な
れ
た
れ
と＝

〈
青
〉
横
山
本
・
池
田
本
・
伝

耕
雲
花
山
院
長
親
筆
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
・
陽
明
家
本
（「
た
る

れ
」
の
「
る
」
見
セ
消
チ
）、〈
別
〉
全
本
（
御
物
本
）
↕
め
な
れ
た
る
事

八
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な
れ
と
（「
た
る
事
な
れ
」
補
入
）
※
全
文
一
致
本
文：

〈
青
〉
横
山

本
・
池
田
本
・
伝
耕
雲
花
山
院
長
親
筆
本
・
三
條
西
家
本

【
図
柄
】

﹇
文
情
本
﹈
と
ほ
ぼ
同
様
の
場
面
を
描
い
た
と
想
定
さ
れ
る
絵
は
﹇
京

博
本
﹈（
光
吉
画
）
に
も
あ
る
。
弘
徽
殿
の
細
殿
の
構
図
や
画
面
上
部
の

月
、
朧
月
夜
の
右
手
の
扇
は
共
通
し
て
い
る
が
、
月
を
眺
め
る
朧
月
夜
を

光
源
氏
が
画
面
角
か
ら
眺
め
て
い
る
﹇
京
博
本
﹈
に
対
し
、﹇
文
情
本
﹈

は
ふ
た
り
が
向
か
い
合
い
、
光
源
氏
は
朧
月
夜
の
手
を
取
ら
ん
ば
か
り
で

あ
る
。﹇
文
情
本
﹈
と
﹇
京
博
本
﹈
と
の
間
に
は
、
物
語
の
場
面
に
わ
ず

か
な
が
ら
時
間
差
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、﹇
京
博
本
﹈
と
同
じ
図
柄
は
「
源
氏
物
語
扇
面
屏
風
」（
室
町
時

代
末
期
、
個
人
蔵
）
に
も
見
え
、「
土
佐
光
吉
の
色
紙
な
ど
で
い
っ
そ
う

の
洗
練
が
加
え
ら
れ
て
、
繰
り
返
し
描
か
れ
つ
づ
け
た
」（『
源
氏
絵
の
世

界
』
五
八
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

【
備
考
】

絵
は
、「
お
ぼ
ろ
月
夜
に
に
る
も
の
ぞ
な
き
」
と
い
う
文
言
に
象
徴
さ

れ
る
、
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
出
逢
い
の
場
面
で
あ
る
。
だ
が
、
詞
書
は
、

こ
の
夜
の
女
性
の
素
性
を
調
べ
る
手
掛
か
り
で
あ
る
「
し
る
し
の
扇
」
の

描
写
に
な
っ
て
い
る
。
詞
書
と
絵
と
の
間
に
は
時
間
の
経
過
と
し
て
は
乖

離
が
見
ら
れ
る
が
、
絵
に
は
、
朧
月
夜
の
手
に
は
っ
き
り
と
扇
が
描
か
れ

て
い
る
。

な
お
、﹇
文
情
本
﹈（「
湖
月
抄
」
も
同
じ
）
と
の
対
立
本
文
「
さ
く
ら

か
さ
ね
」
は
、「
大
成
」
底
本
の
大
島
本
の
他
、〈
青
〉
陽
明
家
本
に
も
見

ら
れ
る
。
ま
た
、「
め
な
れ
た
る
事
な
れ
と
」
も
、〈
河
〉
全
本
（
高
松
宮

家
本
・
尾
州
家
本
・
平
瀬
本
・
大
島
本
）
が
、
こ
の
本
文
を
有
す
る
。
本

帖
で
は
、
詞
書
は
「
湖
月
抄
」
と
一
致
し
、
独
自
異
文
は
見
ら
れ
な
い
。

十
三

明
石

﹇
１７
﹈
八
月
十
三
日
の
夜
、
入
道
の
誘
い
に
よ
り
、
源
氏
は
岡
辺
の
女
の

宿
を
訪
れ
る

﹇
大
系
﹈
２
│

８２
、﹇
新
大
系
﹈
２
│

７６
、﹇
全
集
﹈
２
│

２４５
、﹇
新
全
集
﹈
２
│

２５５
、﹇
集
成
﹈
２
│

２８９
、﹇
文
庫
﹈
３
│

８７
、﹇
評
釈
﹈
３
│

２１６

【
翻
字
】

や
か
て
馬
／
引
む
け
て
／
を
も
む
き
ぬ
へ
く
／
お
ほ
え
て
／
秋
の
夜
／
の

／
月
毛
／
の
／
こ
ま
／
よ
／
わ
か
こ
ふ
る
／
雲
井
に
／
か
け
れ
／
時
の
間

も
／
み
む

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
上
│

６６７
│

１２

◯
引
む
け
て
↕
ひ
き
す
ぎ
て

◯
お

ほ
え
て
↕
お
ぼ
す

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
２
│

４６４
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
◯
引

む
け
て
↕
ひ
き
す
き
て

◯
お
ほ
え
て
↕
お
ほ
す

◯
雲
井
に＝

〈
青
〉

肖
柏
本
↕
雲
ゐ
を

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】
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﹇
京
博
本
﹈
に
は
該
当
す
る
絵
は
な
い
が
、﹇
堺
博
本
﹈
５４
に
は
、
画
面

下
半
分
に
馬
に
乗
っ
た
光
源
氏
と
四
人
の
従
者
、
画
面
左
上
に
岡
辺
の
宿

を
描
く
と
い
う
構
図
の
絵
が
あ
り
、﹇
文
情
本
﹈
と
共
通
す
る
。「
浄
土
寺

扇
面
の
作
例
を
は
じ
め
と
し
て
し
ば
し
ば
選
択
さ
れ
た
名
場
面
」（『
源
氏

絵
の
世
界
』
七
四
頁
）
と
さ
れ
る
。
な
お
、
月
が
描
か
れ
る
位
置
は
、

﹇
文
情
本
﹈
は
画
面
右
上
、﹇
堺
博
本
﹈
は
左
上
で
異
な
っ
て
い
る
。

【
備
考
】

詞
書
は
、
本
帖
で
は
独
自
異
文
が
目
立
つ
が
、「
馬
引
む
け
て
」
と
い

う
本
文
は
、
あ
る
い
は
絵
に
描
か
れ
た
首
を
曲
げ
た
馬
の
図
柄
に
引
か
れ

た
か
。
ち
な
み
に
、﹇
堺
博
本
﹈
で
は
、
馬
の
首
は
前
を
向
い
て
い
る
。

ま
た
、「
雲
井
に
」
と
い
う
本
文
は
、「
大
成
」
で
は
〈
青
〉
肖
柏
本
の
み

に
見
え
、
他
本
は
す
べ
て
「
雲
ゐ
を
」
で
あ
る
。

な
お
、
詞
書
の
色
紙
の
下
絵
に
描
か
れ
た
干
し
網
は
、
明
石
の
浦
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
い
て
は
、
明
石
入
道
の
隠
遁
思
想
の
象
徴
と
も
見

做
さ
れ
よ
う
か
。
干
し
網
が
厭
世
観
を
暗
示
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
は
、
岩
坪
健
「
同
志
社
大
学
所
蔵
『
源
氏
物
語
色
紙
』
の
紹
介
」

（『
社
会
科
学
』
第
五
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
三
三
頁
下
段
を

参
照
さ
れ
た
い
。

第
十
五
帖

蓬
生

﹇
１２
﹈
末
摘
花
が
変
わ
ら
ず
い
る
こ
と
を
知
り
、
惟
光
の
手
引
き
で
源
氏

一
〇
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は
邸
内
に
入
る

﹇
大
系
﹈
２
│

１５５
、﹇
新
大
系
﹈
２
│

１４９
、﹇
全
集
﹈
２
│

３３８
、﹇
新
全
集
﹈
２
│

３４８
、﹇
集
成
﹈
３
│

７６
、﹇
文
庫
﹈
３
│

１５１
、﹇
評
釈
﹈
３
│

４２２

【
翻
字
】

御
さ
き
の
露
を
／
馬
の
む
ち
し
て
は
ら
ひ
／
つ
ゝ
入
奉
る
雨
そ
／
そ
き
も

猶
秋
の
／
時
雨
め
き
て

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
中
│

７３
│

１２

異
同
な
し

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
２
│

５３６
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
異
同

な
し

※
全
文
一
致
本
文：

〈
青
〉
大
島
本
・
横
山
本
・
肖
柏
本

【
図
柄
】

﹇
京
博
本
﹈（
光
吉
画
）
に
も
あ
る
図
柄
で
あ
る
。
画
面
右
下
方
に
、
光

源
氏
と
従
者
が
二
人
描
か
れ
る
。
そ
の
う
ち
一
人
の
従
者
は
、﹇
文
情
本
﹈

で
は
鞭
を
持
っ
て
い
る
が
、﹇
京
博
本
﹈
で
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、

も
う
一
人
の
従
者
は
、﹇
文
情
本
﹈﹇
京
博
本
﹈
と
も
に
、
端
折
傘
を
源
氏

に
差
し
掛
け
て
い
る
。
こ
の
傘
と
鞭
は
、
つ
と
に
「
国
宝
源
氏
物
語
絵

巻
」（
平
安
時
代
末
期
、
徳
川
美
術
館
蔵
）
に
も
描
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
画
面
左
上
に
は
末
摘
花
の
邸
が
あ
る
。

な
お
、﹇
京
博
本
﹈
に
は
藤
が
掛
か
っ
た
松
が
大
き
く
描
か
れ
る
が
、

﹇
文
情
本
﹈
に
は
な
い
。
一
方
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
の
色
紙
の
下
絵
に
は
、

柳
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
備
考
】
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「
大
成
」
所
収
本
文
で
は
、「
む
ち
」
を
「
ふ
ち
」
と
す
る
伝
本
（〈
青
〉

御
物
本
・
為
家
本
・
榊
原
家
本
・
池
田
本
・
三
條
西
家
本
、〈
別
〉
陽
明

家
本
）
も
あ
る
が
、﹇
文
情
本
﹈
で
は
、「
湖
月
抄
」
を
は
じ
め
、〈
青
〉

の
全
文
一
致
本
文
三
本
や
、〈
河
〉
す
べ
て
（
七
毫
源
氏
他
四
本
）
と
と

も
に
「
む
ち
」
本
文
を
有
し
て
い
る
。

傘
を
差
し
掛
け
る
従
者
の
絵
は
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
に
続
く
「
…
…
う

ち
そ
そ
け
ば
、『
御
か
さ
さ
ぶ
ら
ふ
。
げ
に
木
の
下
露
は
、
雨
に
ま
さ
り

て
』
と
聞
こ
ゆ
。」（
新
全
集
２
巻
３４８
・
３４９
頁
）
と
い
う
本
文
に
拠
っ
て
描

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、﹇
京
博
本
﹈
の
藤
が
掛
か
っ
た
大
き
な
松
の
木
は
、「
大
き
な
る

松
に
藤
の
咲
き
か
か
り
て
月
影
に
な
よ
び
た
る
、
風
に
つ
き
て
さ
と
匂
ふ

が
な
つ
か
し
く
、
そ
こ
は
か
と
な
き
か
を
り
な
り
。」（
新
全
集
２
巻
３４４

頁
）
に
拠
る
一
方
、﹇
文
情
本
﹈
の
詞
書
の
色
紙
の
下
絵
は
、
こ
の
本
文

に
続
く
、「
橘
に
は
か
は
り
て
を
か
し
け
れ
ば
さ
し
出
で
た
ま
へ
る
に
、

柳
も
い
た
う
し
だ
り
て
、
築
地
も
さ
は
ら
ね
ば
乱
れ
伏
し
た
り
。
見
し
心

地
す
る
木
立
か
な
と
思
す
は
、
は
や
う
こ
の
宮
な
り
け
り
。」（
同
）
と
い

う
物
語
中
の
景
物
に
着
目
し
て
い
る
。

第
十
七
帖

絵
合

﹇
９
﹈
中
宮
の
御
前
で
の
物
語
絵
合
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
竹
取
、
宇
津
保
物

語
な
ど
を
提
出

一
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﹇
大
系
﹈
２
│

１８０
、﹇
新
大
系
﹈
２
│

１７７
、﹇
全
集
﹈
２
│

３７２
、﹇
新
全
集
﹈
２
│

３８２
、﹇
集
成
﹈
３
│

１０５
、﹇
文
庫
﹈
３
│

１７１
、﹇
評
釈
﹈
４
│

４３

【
翻
字
】

伊
勢
の
海
の
／
ふ
か
き
心
を
／
た
と
ら
す
て
／
ふ
り
に
し
／
あ
と
ゝ
／
波

や
／
け
つ
へ
き

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
中
│

１０５
│

１

異
同
な
し

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
２
│

５６６
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
異
同

な
し

※
全
文
一
致
本
文：
〈
青
〉
全
本
（
御
物
本
・
大
島
本
・
横
山

本
・
榊
原
家
本
・
陽
明
家
本
・
池
田
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
）、

〈
河
〉
七
毫
源
氏
・
高
松
宮
家
本
・
尾
州
家
本
・
大
島
本

【
図
柄
】

﹇
京
博
本
﹈（
光
吉
画
）
に
も
あ
る
図
柄
で
あ
る
。﹇
文
情
本
﹈
は
、
邸

内
の
構
図
や
室
礼
、
人
物
の
配
置
か
ら
顔
の
向
き
、
庭
の
桜
の
木
に
至
る

ま
で
﹇
京
博
本
﹈
に
酷
似
し
て
い
る
。「
光
吉
が
、
京
博
本
や
、
久
保
惣

本
の
横
長
判
画
帖
に
描
い
た
図
様
が
周
辺
の
土
佐
派
の
画
家
た
ち
に
よ
っ

て
踏
襲
さ
れ
」
た
（『
源
氏
絵
の
世
界
』
八
六
頁
）
と
さ
れ
る
図
柄
で
、

﹇
堺
博
本
﹈
６９
に
も
こ
れ
に
類
す
る
絵
が
あ
る
。

【
備
考
】

詞
書
は
、『
伊
勢
物
語
』
と
『
正
三
位
』
と
の
物
語
絵
合
の
左
方
、
平

内
侍
の
和
歌
で
あ
る
。
物
語
の
中
で
詠
ま
れ
た
数
あ
る
歌
の
中
か
ら
、

『
伊
勢
物
語
』
を
弁
護
す
る
こ
の
和
歌
が
撰
び
取
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

絵
は
土
佐
派
の
図
柄
を
完
全
に
踏
襲
す
る
一
方
、
こ
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る

「
伊
勢
の
海
」
の
情
景
は
、
詞
書
の
色
紙
の
下
絵
に
州
浜
を
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
。

第
二
十
三
帖

初
音

﹇
４
﹈
姫
君
の
も
と
を
訪
れ
る
と
明
石
の
君
か
ら
歌
、
源
氏
は
返
歌
を
さ

せ
る

﹇
大
系
﹈
２
│

３８０
、﹇
新
大
系
﹈
２
│

３８０
、﹇
全
集
﹈
３
│

１４０
、﹇
新
全
集
﹈
３
│

１４６
、﹇
集
成
﹈
４
│

１４
、﹇
文
庫
﹈
４
│

１５７
、﹇
評
釈
﹈
５
│

１６３

【
翻
字
】

（
ね
を
わ
）

引
わ
か
れ
年
は
／
ふ
れ
と
も
鶯
の
／
す
た
ち
し
松
の
／
□
□
□
す
れ
め
や

（
御
）

／
お
さ
な
き
□
心
に
ま
／
か
せ
て
く
た
�
�
し
く
／
そ
あ
る

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
中
│

３６０
│

４

◯
あ
る
↕
あ
め
る

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
３
│

７６５
（
底
本：

池
田
本

伝
二
條
為
明
筆
）
異
同

な
し

※
全
文
一
致
本
文：

〈
青
〉
全
本
（
池
田
本
・
伝
慈
鎮
筆
本
・
横

山
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
）

【
図
柄
】

﹇
京
博
本
﹈（
光
吉
画
）
に
も
あ
る
図
柄
で
あ
る
。
た
だ
し
、﹇
京
博
本
﹈

に
は
、
庭
の
築
山
で
子
の
日
の
小
松
引
き
を
す
る
女
童
が
描
か
れ
て
い
な

い
。
そ
の
点
も
含
め
て
、﹇
文
情
本
﹈
に
よ
り
近
似
す
る
の
は
﹇
伝
光
則
﹈

８９
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、﹇
伝
光
則
﹈
に
は
、﹇
文
情
本
﹈
に
は
描
か
れ
な
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い
庭
の
白
梅
や
、
松
に
と
ま
っ
た
鶯
以
外
の
明
石
の
君
か
ら
の
贈
り
物
も

描
か
れ
る
が
、
絵
の
構
図
や
室
礼
、
人
物
の
配
置
や
顔
の
向
き
は
、
ほ
ぼ

共
通
し
て
い
る
。

【
備
考
】

詞
書
は
、
紙
面
の
擦
れ
に
よ
る
も
の
か
、
判
読
し
に
く
い
文
字
が
多
い

が
、「
あ
る
」（
文
情
本
）
と
「
あ
め
る
」（
湖
月
抄
）
と
の
対
立
は
、「
大

成
」
に
拠
れ
ば
、〈
青
〉
全
本
と
、〈
河
〉
全
本
（
御
物
本
・
大
島
本
・
飯

島
本
・
高
松
宮
家
本
・
尾
州
家
本
・
蓬
莱
寺
本
）、〈
別
〉
全
本
（
大
島

本
・
保
坂
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
）
と
の
対
立
と
し
て
も
捉
え
得
る
。

小
松
引
き
を
す
る
女
童
の
様
子
は
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
に
引
用
さ
れ
た

和
歌
の
前
に
、「
姫
君
の
御
方
に
渡
り
た
ま
へ
れ
ば
、
童
、
下
仕
な
ど
御

前
の
山
の
小
松
ひ
き
遊
ぶ
。
若
き
人
々
の
心
地
ど
も
、
お
き
所
な
く
見

ゆ
。」（
新
全
集
３
巻
１４５
頁
）
と
あ
る
本
文
に
拠
る
。
物
語
は
、「
北
の
殿

よ
り
わ
ざ
と
が
ま
し
く
し
集
め
た
る
鬚
籠
ど
も
、
破
子
な
ど
奉
れ
た
ま
へ

り
。
え
な
ら
ぬ
五
葉
の
枝
に
う
つ
る
鶯
も
思
ふ
心
あ
ら
ん
か
し
。」（
同
）

と
続
く
が
、﹇
文
情
本
﹈
は
「
北
の
殿
」（
明
石
の
君
の
御
殿
）
か
ら
の
贈

り
物
の
う
ち
、「
五
葉
の
枝
に
う
つ
る
鶯
」
の
み
を
描
い
て
い
る
。
詞
書

に
あ
る
明
石
の
姫
君
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
鶯
の
巣
立
ち
し
松
」
と
の
対

応
を
重
視
し
た
た
め
か
。

一
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第
三
十
五
帖

若
菜
下

﹇
４
﹈
柏
木
は
春
宮
に
女
三
の
宮
の
猫
の
か
わ
い
ら
し
さ
を
述
べ
、
手
に

入
れ
た
と
こ
ろ
で
柏
木
が
預
か
り
取
る

﹇
大
系
﹈
３
│

３２０
、﹇
新
大
系
﹈
３
│

３１３
、﹇
全
集
﹈
４
│

１４９
、﹇
新
全
集
﹈
４
│

１５７
、﹇
集
成
﹈
５
│

１４３
、﹇
文
庫
﹈
６
│

１１３
、﹇
評
釈
﹈
７
│

２７３

【
翻
字
】

ね
こ
と
も
あ
ま
た
つ
／
と
ひ
侍
に
け
り
い
つ
ら
／
こ
の
見
し
人
は
と
／
た

つ
ぬ
い
と
ら
う
た
く
／
お
ほ
え
て
か
き
な
て
ゝ
／
ゐ
給
へ
り

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
中
│

８２１
│

５

◯
ね
こ
と
も
↕
御
ね
こ
ど
も

◯
見

し
人
は
↕
み
し
人
か

◯
た
つ
ぬ
↕
尋
ね
て
み
つ
け
給
へ
り

◯
か
き
な

て
ゝ
↕
か
き
な
で
つ
つ

◯
ゐ
給
へ
り
↕
ゐ
た
り

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
４
│

１１２８
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
◯
ね

こ
と
も＝

〈
河
〉
全
本
（
御
物
本
・
七
毫
源
氏
・
高
松
宮
家
本
・
尾
州
家

本
・
平
瀬
本
・
大
島
本
・
鳳
来
寺
本
・
国
冬
本
）、〈
別
〉
保
坂
本
↕
御
ね

こ
と
も

◯
た
つ
ぬ
↕
た
つ
ね
て
み
つ
け
給
へ
り

◯
ゐ
給
へ
り
↕
ゐ
た

り

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

女
三
の
宮
の
猫
を
膝
の
上
に
載
せ
た
柏
木
が
、
二
人
の
女
房
の
前
に
座

っ
て
い
る
絵
で
あ
る
。﹇
京
博
本
﹈（
光
吉
画
）
に
も
柏
木
が
猫
を
抱
く
絵

は
あ
る
が
、
褥
（
し
と
ね
）
の
上
に
座
っ
た
姿
で
あ
り
、﹇
文
情
本
﹈
と

は
異
な
る
。
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【
備
考
】

本
文
異
同
が
少
な
く
な
い
が
、「
ね
こ
と
も
」（
画
帖
）
は
、〈
河
〉
全

本
に
見
出
さ
れ
る
。
一
方
、「
御
ね
こ
と
も
」
は
、〈
青
〉
全
本
（
横
山

本
・
榊
原
家
本
・
池
田
本
・
陽
明
家
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
）
に
見

え
、
明
確
な
本
文
対
立
が
看
取
さ
れ
る
。

な
お
、﹇
京
博
本
﹈
の
絵
は
、「
ね
う
ね
う
と
い
と
ら
う
た
げ
に
な
」
く

猫
を
「
か
き
撫
で
て
」「
懐
に
入
れ
て
な
が
め
ゐ
た
ま
へ
り
。」（
新
全
集

３
巻
１５８
頁
）
と
い
う
場
面
で
あ
ろ
う
。﹇
文
情
本
﹈
は
、
東
宮
に
女
三
の

宮
の
唐
猫
を
欲
し
が
る
よ
う
そ
そ
の
か
し
た
柏
木
が
、
そ
の
猫
を
東
宮
か

ら
預
か
る
こ
と
が
で
き
た
場
面
で
あ
り
、
物
語
と
し
て
は
、﹇
京
博
本
﹈

よ
り
も
前
の
場
面
で
あ
る
。

第
三
十
九
帖

夕
霧

﹇
２４
﹈
夕
霧
は
小
少
将
と
対
面
、
落
葉
の
宮
へ
の
思
い
を
縷
々
と
訴
え
る

も
の
の
、
返
事
の
し
よ
う
が
な
い

﹇
大
系
﹈
４
│

１３７
１３９
、﹇
新
大
系
﹈
４
│

１２７
１２９
、﹇
全
集
﹈
４
│

４３４
４３７
、﹇
新
全

集
﹈
４
│

４４８
４５１
、﹇
集
成
﹈
６
│

６０
６２
、﹇
文
庫
﹈
７
│

１２５
１２７
、﹇
評
釈
﹈
８
│

４０６
４１１

【
翻
字
】

れ
い
の
つ
ま
戸
に
／
た
ち
よ
り
給
て
や
か
て
／
な
か
め
い
た
し
給
へ
り
／

里
遠
き
を
の
ゝ
篠
原
／
分
て
き
て
我
も
し
か
／
こ
そ
聲
も
お
し
ま
ね

一
六

社会科学 第 51巻 第 3号



【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
下
│

９７
│

８
／
下
│

１００
│

６

◯
つ
ま
戸
に
↕
つ
ま
戸

の
も
と
に

◯
な
か
め
い
た
し
↕
な
が
め
い
だ
し
て
た
ち

◯
里
遠
き
↕

里
と
ほ
み

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
４
│

１３４６
１３４８
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）

◯
つ
ま
戸
に
↕
つ
ま
と
の
も
と
に

◯
な
か
め
い
た
し
↕
な
か
め
い
た
し

て
た
ち

◯
里
遠
き＝
〈
別
〉
保
坂
本
・
国
冬
本
↕
里
と
ほ
み

※
全
文

一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

﹇
京
博
本
﹈（
無
記
名
画
）
に
も
あ
る
図
柄
で
あ
る
が
、
構
図
が
左
右
反

転
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、「
源
氏
物
語
色
紙
絵
」（
江
戸
時
代
前
期
、

個
人
蔵
）
１５３
に
近
似
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
絵
の
う
ち
﹇
文
情

本
﹈
の
み
が
、
扇
を
持
っ
た
夕
霧
の
背
後
の
邸
内
に
、
後
ろ
姿
の
女
性
を

描
く
。

【
備
考
】

詞
書
は
、
夕
霧
の
視
点
か
ら
の
状
況
説
明
と
、
本
帖
の
情
趣
を
端
的
に

示
す
一
首
を
撰
び
取
る
こ
と
で
、
絵
の
図
柄
を
簡
潔
に
表
そ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

詞
書
と
対
立
す
る
「
つ
ま
と
の
も
と
に
」
本
文
は
、〈
青
〉
全
本
（
横

山
本
・
池
田
本
・
肖
柏
本
・
三
條
西
家
本
）
に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
な
か
め
い
た
し
て
た
ち
」
と
い
う
本
文
は
、〈
青
〉
全
本
、〈
河
〉
全
本

（
七
毫
源
氏
・
高
松
宮
家
本
・
尾
州
家
本
・
平
瀬
家
本
・
桃
園
文
庫
本
・

鳳
来
寺
本
・
大
島
本
）、〈
別
〉
御
物
本
・
陽
明
家
本
・
保
坂
本
・
国
冬

本
）
に
あ
り
、〈
別
〉
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
も
「
な
か
め
い
た
し
給
て
た

ち
」
と
す
る
。「
大
成
」
諸
本
は
す
べ
て
、
動
詞
「
立
つ
」
を
も
つ
本
文

で
あ
り
、﹇
文
情
本
﹈
の
「
な
か
め
い
た
し
」
は
独
自
異
文
で
あ
る
。
直

前
に
「
た
ち
よ
り
給
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
た
ち
給
へ
り
」
の
「
た

ち
」
を
誤
っ
て
落
と
し
た
か
。
あ
る
い
は
、
絵
に
立
ち
姿
の
夕
霧
が
描
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
の
な
い
語
と
し
て
記
さ
な
か
っ
た
か
。
と
も
あ

れ
、﹇
文
情
本
﹈
詞
書
全
体
の
文
意
は
通
じ
る
。

ま
た
、「
里
遠
み
」
を
「
里
遠
き
」
と
す
る
﹇
文
情
本
﹈
と
同
じ
本
文

に
は
、〈
別
〉
保
坂
本
・
国
冬
本
が
あ
り
、
ミ
語
法
が
用
い
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
点
で
も
留
意
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
夕
霧
の
背
後
に
描
か
れ
る
女
性
は
、
夕
霧
が
「
と
り
わ
き
て
召

し
寄
」
せ
た
（
新
全
集
４
巻
４４９
頁
）
小
少
将
の
君
で
あ
ろ
う
。

第
四
十
五
帖

橋
姫

﹇
４
﹈
八
の
宮
は
経
を
片
手
に
し
て
の
姫
君
養
育
、
大
君
に
は
琵
琶
、
中

の
君
に
箏
の
琴
を
教
え
る

﹇
大
系
﹈
４
│

３０１
、﹇
新
大
系
﹈
４
│

３０２
、﹇
全
集
﹈
５
│

１１４
、﹇
新
全
集
﹈
５
│

１２２
、﹇
集
成
﹈
６
│

２６０
、﹇
文
庫
﹈
８
│

９７
、﹇
評
釈
﹈
１０
│

４０

【
翻
字
】

池
の
水
鳥
も
は
ね
／
う
ち
か
は
し
つ
ゝ
を
の
か
／
し
し
さ
へ
つ
る
こ
ゑ
／
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な
と
を
常
は
は
か
な
／
き
事
と
見
給
ひ
し
／
か
と
も
つ
か
ひ
は
な
れ
ぬ
／

を
う
ら
や
ま
し
く

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
下
│

３１１
│

１２

◯
水
鳥
も
↕
水
鳥
共
の

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
５
│

１５１０
（
底
本：

大
島
本

飛
鳥
井
雅
康
筆
）
◯
水

鳥
も
↕
水
と
り
と
も
の

◯
は
か
な
き
事
と＝

〈
青
〉
池
田
本
・
肖
柏

本
・
三
條
西
家
本
、〈
別
〉
高
松
宮
家
本
・
横
山
家
本
・
国
冬
本
・
麦
生

本
・
阿
里
莫
本
↕
は
か
な
き
こ
と
に

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

八
の
宮
が
大
君
、
中
の
君
に
並
ん
で
邸
内
に
座
り
、
琴
を
教
え
て
い
る

場
面
で
あ
る
。
庭
の
池
に
は
水
鳥
が
い
る
が
、
水
面
に
浮
か
ぶ
二
羽
は
、

鴛
鴦
の
つ
が
い
で
あ
ろ
う
。﹇
京
博
本
﹈
に
は
こ
の
場
面
の
絵
は
な
く
、

『
源
氏
絵
の
世
界
』
に
も
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。

【
備
考
】

詞
書
の
「
池
の
水
鳥
」
が
「
つ
が
ひ
は
な
れ
ぬ
を
う
ら
や
ま
し
く
」
と

い
う
情
景
が
、
池
の
鴛
鴦
と
し
て
描
か
れ
る
。
本
帖
の
主
題
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、﹇
文
情
本
﹈
の
絵
で
は
、
屋
敷
の
中
で
、
姫
君
が
箏

の
琴
を
演
奏
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詞
書
の
続
き
の
「
…
…
な
が
め
た
ま

ひ
て
、
君
た
ち
に
御
琴
ど
も
教
へ
き
こ
え
た
ま
ふ
。」（
新
全
集
５
巻
１２２

頁
）
と
い
う
内
容
ま
で
描
か
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
詞
書
の
「
水
鳥
も
」
は
独
自
異
文
で
あ
る
が
、「
は
か
な
き
事

と
」
は
、
青
表
紙
本
系
統
の
他
、
別
本
に
も
見
ら
れ
る
。

一
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第
四
十
八
帖

早
蕨

﹇
２
﹈
阿
闍
梨
か
ら
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
蕨
な
ど
、
中
の
君
の
返
歌
、
薫

の
悲
嘆
の
さ
ま

﹇
大
系
﹈
５
│

１２
、﹇
新
大
系
﹈
５
│

５
、﹇
全
集
﹈
５
│

３３６
、﹇
新
全
集
﹈
５
│

３４６
、﹇
集
成
﹈
７
│

１２６
、﹇
文
庫
﹈
９
│

２０
、﹇
評
釈
﹈
１１
│

２５

【
翻
字
】

て
は
い
と
あ
し
う
て
／
歌
は
わ
さ
と
か
ま
し
く
／
引
は
な
ち
て
そ
か
き
た

る
／
君
に
と
て
あ
ま
た
の
／
年
は
つ
み
し
か
は
つ
ね
／
を
わ
す
れ
ぬ
初
わ

ら
ひ
／
也

【
校
異
１
】﹇
湖
月
抄
﹈
下
│

５２７
│

１

◯
あ
ま
た
の
年
は
↕
あ
ま
た
の
春
を

【
校
異
２
】﹇
大
成
﹈
５
│

１６７７
（
底
本：

定
家
本

藤
原
定
家
筆
）
◯
年
は

≒

〈
別
〉
陽
明
文
庫
本
「
と
し
を
」
↕
春
を

※
全
文
一
致
本
文：

な
し

【
図
柄
】

﹇
京
博
本
﹈（
無
記
名
画
）
に
も
あ
る
図
柄
で
あ
る
が
、
構
図
が
左
右
反

転
し
て
い
る
。
む
し
ろ
「
源
氏
物
語
扇
面
散
屏
風
」（
室
町
時
代
後
期
、

浄
土
寺
蔵
）
１７８
に
、
そ
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
に

描
か
れ
る
の
は
庭
の
紅
梅
で
あ
る
。﹇
京
博
本
﹈
に
は
白
梅
が
あ
り
、
物

語
の
場
面
と
し
て
は
梅
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、﹇
文
情
本
﹈
で
は
桜
が
描
か

れ
て
い
る
。

【
備
考
】

『
源
氏
物
語
』
諸
本
は
お
お
む
ね
﹇
文
情
本
﹈
詞
書
の
「
年
」
を
「
春
」
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と
す
る
。﹇
文
情
本
﹈
の
異
文
が
目
を
引
く
が
、
か
ろ
う
じ
て
〈
別
〉
陽

明
文
庫
本
に
こ
の
本
文
を
見
出
す
。

な
お
、
絵
の
右
下
方
に
、
松
に
交
じ
っ
て
描
か
れ
る
花
は
、
第
五
帖
若

紫
の
絵
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
桜
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
新
年
の
情
景
を
描
く
本
帖
の
こ
の
場
面
の
季
節
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

【
考
察
】

本
稿
で
は
、﹇
文
情
本
﹈
の
詞
書
と
絵
と
の
関
係
を
、
詞
書
は
『
源
氏

物
語
』
諸
本
本
文
を
、
ま
た
絵
は
、
江
戸
前
期
ま
で
の
源
氏
絵
を
参
看
し

な
が
ら
通
覧
し
て
き
た
。

夕
霧
で
は
、
詞
書
が
二
箇
所
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
後
半
に
引
用

さ
れ
た
和
歌
一
首
は
、
こ
の
比
較
的
長
い
帖
の
情
景
を
端
的
に
示
す
も
の

と
し
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
前
半
は
、
こ
の
情
景
を

眺
め
る
夕
霧
の
視
点
や
状
況
の
説
明
で
あ
る
。

若
紫
・
紅
葉
賀
は
、
絵
の
図
柄
を
具
体
的
に
説
明
す
る
部
分
は
引
用
せ

ず
、
そ
の
帖
の
登
場
人
物
の
視
点
や
状
況
を
説
明
す
る
本
文
を
採
る
。
ま

た
、
花
宴
・
絵
合
・
橋
姫
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
し
る
し
の
扇
」
の
さ
ま
や

平
内
侍
の
和
歌
一
首
、
池
の
水
鳥
の
描
写
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
帖
の
内

容
を
一
部
、
あ
る
い
は
象
徴
的
に
示
す
箇
所
を
引
用
す
る
。﹇
文
情
本
﹈

に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
享
受
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
が
窺
え
る
。

そ
も
そ
も
、﹇
文
情
本
﹈
の
詞
書
は
、
そ
れ
ほ
ど
長
文
で
は
な
い
。
だ

が
そ
れ
で
も
、
江
戸
期
に
流
布
し
た
と
さ
れ
る
「
湖
月
抄
」
本
文
に
一
致

す
る
の
は
、
花
宴
・
蓬
生
・
絵
合
の
三
帖
に
過
ぎ
ず
、「
大
成
」
を
検
し

て
も
﹇
文
情
本
﹈
の
独
自
異
文
（
脱
落
を
含
む
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
、
桐
壺
・
若
紫
・
紅
葉
賀
・
明
石
・
若
菜
下
・
夕
霧
・
橋
姫
の
七
帖
に

見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
書
写
の
誤
り
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

絵
と
と
も
に
物
語
を
享
受
す
る
と
い
う
﹇
文
情
本
﹈
に
お
け
る
詞
書
記
載

の
あ
り
方
、
厳
密
な
書
写
と
い
う
よ
り
も
、『
源
氏
物
語
』
原
文
か
ら
や

や
離
れ
た
、
要
約
に
傾
い
た
本
文
で
差
し
支
え
な
い
と
い
う
意
識
が
ほ
の

見
え
る
。
こ
れ
は
、﹇
文
情
本
﹈
の
み
な
ら
ず
、
画
帖
と
い
う
『
源
氏
物

語
』
享
受
の
場
に
お
い
て
は
必
然
的
に
見
ら
れ
る
、
源
氏
文
化
の
広
が
り

の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
絵
に
つ
い
て
は
、
桐
壺
・
若
紫
・
明
石
と
い
っ
た
、
物
語
の
代

表
的
な
場
面
の
他
、
紅
葉
賀
・
蓬
生
・
絵
合
・
初
音
・
夕
霧
・
早
蕨
で

も
、
土
佐
派
の
図
柄
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
く

に
絵
合
と
初
音
は
、
絵
の
主
要
な
構
図
や
人
物
の
顔
の
向
き
が
、
そ
れ
ぞ

れ
﹇
京
博
本
﹈﹇
伝
光
則
﹈
と
酷
似
す
る
。

も
っ
と
も
、﹇
文
情
本
﹈
で
は
、
紅
葉
賀
は
光
源
氏
と
頭
中
将
が
顔
を

向
き
合
わ
せ
る
構
図
で
あ
り
、
夕
霧
で
も
、
小
少
将
の
君
を
描
く
な
ど
、

比
較
的
稀
な
図
柄
と
見
ら
れ
る
点
も
存
す
る
。

同
様
に
、
花
宴
に
お
け
る
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
君
が
向
か
い
合
う
構
図

や
、
若
菜
下
の
柏
木
が
、
女
房
の
い
る
前
で
膝
の
上
に
猫
を
抱
い
て
座
る

二
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姿
、
そ
し
て
橋
姫
の
、
八
の
宮
が
姫
君
た
ち
に
琴
を
教
え
る
場
面
と
池
の

水
鳥
の
描
写
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
類
例
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ

う
。﹇

文
情
本
﹈
の
場
面
選
択
の
基
準
、
ひ
い
て
は
制
作
の
目
的
な
ど
、
今

後
、
追
究
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
大
方
の
ご
批
正
、
ご
教
導
を
仰
ぎ
た

い
。

附
記本

稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝
統

文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２０
期
研
究
会

第
３
研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝

統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
科
学

研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜
二

〇
二
二
年
度
）、
お
よ
び
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
一

〜
二
〇
二
五
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
岩
坪
健
氏
に
は
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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